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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用空調装置の冷凍サイクルに装備され、液相冷媒を一時的に貯留するとともに冷
媒中の水分や異物を除去するレシーバドライヤであって、冷媒を貯留する中空の本体と、
冷凍サイクルを流れる冷媒を前記本体内に流入させる流入口を有する流入路と、前記本体
内の冷媒を冷凍サイクルに向けて流出させる流出口を有する流出路と、前記本体内の冷媒
を外気中に放出する通路と、該通路を開閉する電磁弁と、を具備してなるレシーバドライ
ヤにおいて、
　前記電磁弁は、自動車が衝突等を起こした際の衝撃を検知するセンサーからの信号によ
りリリーフ動作をするように構成されていることを特徴とするレシーバドライヤ。
【請求項２】
　前記本体は、一端部が開口した筒状のもので、該開口を封止する封止部材を有するとと
もに、該封止部材に前記流入口及び前記流出口が設けられていることを特徴とする請求項
１記載のレシーバドライヤ。
【請求項３】
　前記封止部材は、外方に向けて突出するように形成された一対のパイプ状の突出部を有
しており、各突出部の内部がそれぞれ前記流入口及び前記流出口とされていることを特徴
とする請求項２記載のレシーバドライヤ。
【請求項４】
　前記本体には、前記本体内に連通する弁室と、該弁室と外気とを連通する通路と、該通
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路と前記弁室との間に形成された弁座と、が設けられ、前記電磁弁は、前記弁座に接離し
て前記通路を開閉する弁体と、該弁体を開閉方向に移動させるプランジャと、を有するも
のであることを特徴とする請求項１記載のレシーバドライヤ。
【請求項５】
　前記電磁弁は、前記プランジャを閉弁方向に付勢するスプリングと、電磁コイルと、該
電磁コイルが発生させる磁力により前記プランジャを前記スプリングの付勢力に抗して開
弁方向に移動させる吸引子と、を有するものであることを特徴とする請求項４記載のレシ
ーバドライヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車用冷房システムに用いられる液相冷媒を一時的に貯留するカーエアコ
ン用のレシーバドライヤに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、下記の特許文献１はカーエアコン用のレシーバドライヤを開示する。
　下記の特許文献１に示されたレシーバドライヤは、下部が開口する有底の筒状の本体と
、本体内に具備される乾燥部材と、本体の開口部を密封する封止部材となるヘッド部材と
を有し、ヘッド部材に設けられる冷媒の流入口及び流出口を備えるものである。
【０００３】
　かかる従来のレシーバドライヤにあっては、冷媒は筒状のレシーバドライヤの底部から
流入してフィルタ部材と乾燥部材を通過することによって、水分と混入物を除かれ、底部
の流出口から送出されるので、冷媒の流出入パイプのレイアウトが簡素化される。
【０００４】
　最近の冷凍サイクルに用いられる冷媒は、環境に与える負荷が小さい特性が要求される
。しかしながら、冷媒の種類によっては、人体に有害なもの又は引火性を有するものがあ
る。
　この種の冷媒を使用する冷凍サイクルにあっては、ガス漏れにより室内に冷媒が充満し
た場合や、自動車の衝突時等でガス漏れが発生した場合等の異常時には、速やかに冷媒を
大気中に放出する必要がある。
　かかる異常時には、冷媒を大気中に放出する冷凍サイクルが非特許文献１に示されてい
る。
【特許文献１】特開平７－１９０５６７号公報
【非特許文献１】Ｊｕｌｙ１５－１７２００３　ＳＡＥ　Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ　Ａｌｔ
ｅｒｎａｔｅ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　「Ｒ－１５２ａ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ａ／Ｃ　ｗｉｔｈ　Ｄｉｒｅｃｔｅｄ　Ｒｅｌｉｅｆ　Ｓａｆｅｔｙ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ」　発表者　Ｍａｈｍｏｕｄ　Ｇｈｏｄｂａｖｅ，Ｐｈ．Ｄ．，Ｊａｍｅｓ　Ａ．Ｂ
ａｋｅｒ，Ｗｉｌｌｉａｍ　Ｒ．Ｈｉｌｌ，ａｎｄ　Ｓｔｅｐｈｅｎ　Ｄ．Ａｎｄｅｒｓ
ｅｎ，Ｐｈ．Ｄ．
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、レシーバドライヤに電磁弁式のリリーフ弁を設けて、自動車の衝突時等の緊
急時に冷媒を大気中に放出するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のレシーバドライヤは、自動車用空調装置の冷凍サイクルに装備され、液相冷媒
を一時的に貯留するとともに冷媒中の水分や異物を除去するレシーバドライヤであって、
冷媒を貯留する中空の本体と、冷凍サイクルを流れる冷媒を前記本体内に流入させる流入
口を有する流入路と、前記本体内の冷媒を冷凍サイクルに向けて流出させる流出口を有す
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る流出路と、前記本体内の冷媒を外気中に放出する通路と、該通路を開閉する電磁弁と、
を具備してなるレシーバドライヤにおいて、前記電磁弁は、自動車が衝突等を起こした際
の衝撃を検知するセンサーからの信号によりリリーフ動作をするように構成されているこ
とを特徴とする。
【０００７】
　そして、前記本体は、一端部が開口した筒状のもので、該開口を封止する封止部材を有
するとともに、該封止部材に前記流入口及び前記流出口が設けられていることを特徴とす
るものである。
　また、前記封止部材は、外方に向けて突出するように形成された一対のパイプ状の突出
部を有しており、各突出部の内部がそれぞれ前記流入口及び前記流出口とされていること
を特徴とするものである。
　さらに、前記本体には、前記本体内に連通する弁室と、該弁室と外気とを連通する通路
と、該通路と前記弁室との間に形成された弁座と、が設けられ、前記電磁弁は、前記弁座
に接離して前記通路を開閉する弁体と、該弁体を開閉方向に移動させるプランジャと、を
有するものであることを特徴とする。
　そして、前記電磁弁は、前記プランジャを閉弁方向に付勢するスプリングと、電磁コイ
ルと、該電磁コイルが発生させる磁力により前記プランジャを前記スプリングの付勢力に
抗して開弁方向に移動させる吸引子と、を有するものであることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のレシーバドライヤは、上述したように、該レシーバドライヤに具備されている
電磁弁が衝撃を検知するセンサーからの信号によりリリーフ動作をするように構成されて
いるので、自動車の衝突時等の緊急時に当たってレシーバドライヤ内の冷媒を速やかに大
気側へ放出することがでできる。また、底部が開口する円筒形の本体と、本体の開口部を
封止する封止部材とを備え、封止部に冷媒の流入路と流出路を設けることで、小型軽量化
を達成している。
【０００９】
　さらに、本体の開口部を封止する封止部材も、本体の開口部を覆う円板状の封止部と、
この封止部から本体の軸方向に突出する取付部を有する形状をもつ部材を冷間鍛造によっ
て形成し、加工代を最少限とする素材を形成するので、材料の歩留りが向上し、軽量化を
図ることができる。
　又、封止部材は円板形状のみで形成することもできる。
【００１０】
　また、レシーバドライヤを取り付ける構造が外側に突出しなくても済み、レシーバドラ
イヤの取付スペースを容易に確保できる利点がある。
　さらにまた、圧力検知手段に冷媒が直接到達することがなくなり、圧力検知手段の保護
を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は本発明のレシーバドライヤの一実施例を示す断面図である。
　全体を符号１で示すレシーバドライヤは、図示の下端部が開口する有底の中空の本体１
０を有する。この本体１０は、例えばアルミ合金の素材を冷間鍛造加工により細長い有底
円筒形に成形されるものである。アルミ合金は加工性が良いので、例えば底部より図示の
上端側に延長して設けられるボス部２０も一体に形成することができる。
【００１２】
　このボス部２０は、本体１０の外径寸法よりも狭い寸法にて形成されて、材料の節約と
軽量化を図る。本体１０の開口部にはアルミ合金製の封止部材４０がアーク溶接加工部Ａ
Ｗにより溶接固着される。
【００１３】
　封止部材４０は、円盤形状の封止部４１と、封止部４１から突出する一体に形成された
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角柱状の取付部４２とを有し、取付部４２には冷媒の流入路４４と冷媒の流出路４６がそ
れぞれＬ字形状に設けられ、これらの端部（突出部）４４ａ、４６ａは封止部材４０から
外方に向けて突出するパイプ状に形成されている。
【００１４】
　また、取付部４２に形成される有底のボルト穴を利用して、レシーバドライヤ１は他の
機器に固着される。この際に、パイプ状の端部４４ａ，４６ａを相手の機器に挿入するこ
とにより、相手の機器への連結を簡略化することができる。
　冷媒の流入路４４に連通する封止部材４０の開口部には、パイプ５０の一端部が差し込
まれ、パイプ５０の他端部はパイプ支持部材８０を介して本体１０の内部の上端部に当接
される。
【００１５】
　本体１０の内部には、１対のフィルタ６２，６４により乾燥室が画成され、乾燥剤７０
が充填される。上部のフィルタ６２の上面には、第１の押え板６０が配設されてフィルタ
６２を支持する。この押え板６０は、例えばメッシュ状の金属板等でつくられる。
　第１の押え板６０は、本体内に装備されるパイプ５０に形成されるリング状の膨出部５
２により本体１０内に位置決めされる。
【００１６】
　下部のフィルタ６４は、第２の押え板６６で下側を支持される。この第２の押え板６６
は、本体１０の内側に突出する突起１２により本体１０内部に位置決めされる。突起１２
は、円周上の３ヵ所に設けられる。この突起をノッチ加工により形成することにかえて、
ローリング加工により内側に突出する溝を用いることもできる。
【００１７】
　パイプ支持部材８０は、例えば合成樹脂を成形加工してつくられるものであって、パイ
プの取付部８４と、着座部８２を有する。
　パイプ５０から流入する冷媒は、スリット８８を介して本体１０内に注入される。
【００１８】
　ボス部２０には、リリーフ弁として機能する電磁弁１００が取付けられる。
　電磁弁１００は、パイプ部材１５０の外周に電磁コイル１２０を有する。パイプ部材１
５０の上部には、吸引子１４０が溶接により固定され、電磁コイル１２０を保持するケー
ス１３０がビス１４２を介して吸引子１４０に固定される。
【００１９】
　パイプ部材１５０の下端部は、ボス部２０の開口部に挿入され、リング状の押圧部材１
６０を介してボス部２０の上端にカシメ部Ｋ１を形成することにより固着される。パイプ
部材１５０の下端部にフランジ部を形成して、確実な固着を達成し、また、押圧部材１６
０の下にシール部材１６２を挿入してシールを確実にする。さらに、押圧部材１６０の上
には弾性部材１６４を挿入してケース１３０との接触を防止する。
【００２０】
　パイプ部材１５０の内部には、プランジャ１７０が摺動自在に挿入される。プランジャ
１７０と吸引子１４０の間には、スプリング１７２が挿入され、プランジャ１７０を押圧
する。
　プランジャ１７０の先端には、弁体１７４が取付けられる。この弁体１７４は、プラス
チック等の弾性材でつくられ、弁座１８０に対して常時当接する。
【００２１】
　レシーバドライヤの本体１０内に連通する通路１８２は、弁室１８４に冷媒を導入する
。
　一方、弁室１８４は、弁座１８０、通路１８６を介して大気側へ連通する。弁座１８０
は、常時はプランジャ１７０の弁体１７４で閉鎖されていて、レシーバドライヤ内の冷媒
は大気側へ漏れることはない。
【００２２】
　カーエアコンを装備した自動車が衝突等を起こすと、衝撃を検知したセンサからの信号
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は、スプリング１７２に抗してプランジャ１７０を吸引する。
　プランジャ１７０の移動により、弁体１７４は弁座１８０から離れ、レシーバドライヤ
１内の冷媒は、通路１８２、弁室１８４、通路１８６を通って大気側へ放出される。
【００２３】
　以上の説明においては、冷媒の流入路４４と流出路４６をＬ字形状に形成される場合に
ついて述べたが、本発明はこれに限らず、取付部に垂直に形成してもよいのは勿論である
。
【００２４】
　図２は、図１における本体１０と封止部４０との相互の関係とは異なる態様の構成を示
し、他の構成は図１と同一であるので、説明を省略した図であり、取付部４１には流入路
４４と流出路４６とがいずれも垂直方向つまり本体１０の軸線方向に対して互いに平行に
形成されているのである。なお、流出路４６は、そのパイプ５０との間の接続部が上記軸
線方向に対して直交する横孔に形成され、該横孔は、封止栓４３で封止されている。
【００２５】
　さらに上述したセンサに限らず、異常圧力や異常温度をセンサにより検知し、その検知
信号でコイル２０に通路してもよいのは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明のレシーバドライヤの一実施例を示す断面図。
【図２】本発明のレシーバドライヤの他の実施例の要部の構成を示す断面図。
【符号の説明】
【００２７】
　１　レシーバドライヤ
　１０　本体
　１２　内側へ突出するノッチ加工部
　２０　ボス部
　４０　封止部材
　４１　封止部
　４２　取付部
　４４　冷媒流入路
　４６　冷媒流出路
　５０　パイプ
　６０　上部押え板
　６２　上部フィルタ
　６４　下部フィルタ
　６６　下部押え板
　８０　パイプ支持部材
　１００　電磁弁
　１２０　コイル
　１４０　吸引子
　１５０　パイプ部材
　１７０　プランジャ
　１８０　弁座
　１８４　弁室
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